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第4章 現代における流通構造

１－１．情報化の影響

• 物流情報システムにおける情報化

– 生産者や商業者の間での物流や注文処理にお
ける情報技術の導入

• インターネット販売

– 消費者への商品販売におけるインターネット技術
の導入 （eコマース, eリテール, 電子商取引）
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第4章 現代の流通構造
１－２．物流情報システムによる効率化

• Point of Sales

(POS)
・・・小売り店舗のレジで商品が売れたことを
POS システムで管理し、そのデータを卸売業

者や生産者などと共有することで、供給業者
が迅速に店舗の在庫を補充したり、供給業者
の生産量・在庫量を調整したりすること。
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第4章 現代の流通構造

１－２．物流情報システムによる効率化

• Electric Orderling System 
(EOS)

オンライン受発注システム・・・電子化され

た注文データを卸売業者や生産者に送ること
により迅速で効率的な受発注処理ができる。
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第4章 現代における流通構造

２．インターネット販売による影響

消費者費用への影響
• インターネット販売を生産者が行うと、商業者を介さずに直接、商

品を販売する？

• 消費者費用軽減 （インターネットを使うことによって消費者と生産

者の間の流通サービス費用は軽減されている。）

– 空間的懸隔・・・店舗に出かけて商品を持ち帰る。

– 時間的懸隔・・・店舗の時間に合わせた行動をとる。

– 品揃え懸隔・・・商品を買いそろえたり、歩いて探索する。

• 消費者費用増加 （消費者にとって不便になる要素もある）。

– 実物を見る

– 手触り

– 試着

– 通販（時間）
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第4章 現代における流通構造
２．インターネット販売による影響

流通サービス費用への影響
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流通サービス費用軽減
カタログ作成（顧客リスト等）や送付

流通サービス費用増加
情報システムへの投資 （消費者からの膨大な小口注文）

消費者に自社のウェブサイトを選んでもらう→世界中の企業と
競合→消費者の動機付けを販売促進や広告で行う。

物流費用

空間的懸隔・・・個々の消費者に商品を配送。

時間的懸隔絶・・・迅速な物流作業のため

の設備投資や外注が必要。
1個当たりの配

送費用は個数が
多くなればなる
ほど安くなる



お客様の興味のありそうな商品は。。。（購買意欲喚起
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この本を買ったお客様は、これらの本も購入しています！！
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まとめ

• インターネット販売による商品流通か店舗販売
による商品流通か？

消費者費用と流通サービス費用の違いによる影響
をうける。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食料品（最寄品）
・鮮度が重要
・選考が変わりやすい

専門品
ブランド

イベントチケット。。。物流費用があまりなく大規模な情報システムが先行的に形成されやすい
旅行


http://upload.wikimedia.org/wikipedia/en/3/35/Chanel_logo.svg
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